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研究成果の概要： 

中高齢者の運動･スポーツ希望種目数に影響する要因は、対象者全体ではレジャー便益期待値、

現在の運動･スポーツ実施頻度、健康自己評価レベルであった。次に、男性ではレジャー便益期

待値と現在の健康自己評価レベル、女性では支援便益期待値と現在の運動･スポーツ実施頻度で

あった。最後に、中年期では現在の運動･スポーツ実施頻度、レジャー便益期待値、高齢者では

現在の健康自己評価レベルと、レジャー便益期待値であった。 
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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：健康・スポーツ科学・スポーツ科学 
キーワード：イベント開発、キャンペーン、スポーツ振興 
 
１．研究開始当初の背景 

スポーツライフデータ 2006 によるとわが

国の、中高齢者における今後行ないたい運

動・スポーツがある割合は 75.2％と高い値を

示している。年代別に今後行ないたい運動・

スポーツがある割合を見ても、40 歳代の

89.9％から加齢につれて割合は減少していく

ものの、70 歳以上でも 52.2％の割合で今後

行ないたい運動・スポーツ種目があると回答

しており、多くの運動・スポーツ種目が行な

いたいと考えられている。また、内閣府

（2006）による体力・スポーツに関する世論

調査でも、同様の傾向が示されている。この

ように、中高齢者においても今後運動・スポ



ーツを実施したいというニーズは高いと考

えられる。しかしこれらの報告は、どの種目

の割合が高い、低いという現状評価に留まっ

ており、中高齢者個人が、どのくらい運動・

スポーツを実施したいとしているのかとい

う点には至っていない。また、運動・スポー

ツを実施したいという意欲があるというこ

とを述べるだけに留まっており、なぜ中高齢

者においても運動・スポーツを実施したいと

思っているかということは明らかにされて

いない。 

 これまでのわが国の中高齢者におけるス

ポーツ振興事業は、大会の開催や運動・スポ

ーツ教室の開催、施設の整備などのハード面

に対するものが多く見られ、中高齢者の意識

に対するキャンペーン事業などはあまり見

られない。施設の整備や、大会の開催などの

ハード面の整備ももちろん大切であるが、意

識啓発や、カウンセリングなどのソフト面に

対する事業も重要となる。ヘルススポーツへ

の参加を促すための全体的なプロモーショ

ンの概念枠組みとして、主体者の意識を改善

していく事業（プッシュ事業）と、周りの環

境を改善していく事業（プル事業）の両方に

対する配慮と工夫が必要となる。諸外国に目

を向けてみると、アメリカ、カナダ、イギリ

ス、オランダ、オーストラリアなどで、効果

的な啓発事業やキャンペーンが行なわれて

いる（長ヶ原、2007）。また、山口（2002）

は、これからの高齢者に対する運動･スポー

ツ振興は非実施者に焦点をあて、組織的なス

ポーツ種目だけでなく、多様な身体活動プロ

グラムの開発と振興が求められると述べて

いる。 

 中高齢者を対象とした運動・スポーツに関

する研究は、行動の規定要因分析が多く、実

施したいというニーズの内容やそのレベル

に関する視点は見られない。規定要因分析と

その情報の活用は、プロモーション戦略を成

功させる上で重要な役割を持つと言え、運

動･スポーツ振興事業や地方計画に多く見ら

れる条件（要因）指標は施設数や指導者数な

ど行政サイドからの指標が主流であり、今後

は「住民自身が考える行動条件とは一体何

か｣といった活動主役の視点に接近した指標

作成が事業開発にとって有効な情報となる

（長ヶ原、2003）が、運動・スポーツの種目

について注目したものはあまり見られない。

対象者の運動に対する態度や、ニーズを多角

的な視点から分析していくことが求められ

る。 

これまで日本の中高齢者に対する運動・スポ

ーツ振興事業はハード面に対するものが多

く、啓発事業やキャンペーン事業はあまり見

られない。徳永ら（1980）は、行動意図は行

動の決定因とみなされ、その行動意図は態度

と規範信念によって予測されるという合理

的行為理論をランニング行動について適用

し、運動・スポーツに適用可能であると明ら

かにしている。運動・スポーツを実施したい

という意図に影響を与える要因を探ること

で、日本の中高齢者における運動・スポーツ

振興事業には、あまり見られなかった啓発事

業や、キャンペーンを効果的に展開するため

の新たな知見を得られると考えられる。また、

これまでに多く見られる運動・スポーツを実

施したという行動への規定要因だけでなく、

運動・スポーツを実施したいという行動意図

や意欲への要因を明らかにするという、今ま

でにあまり見られなかった視点からの運

動・スポーツに対するアプローチが可能であ

ると考えられる。加えて、運動･スポーツ実

施希望を頻度や強度ではなく、希望種目数か

ら捉えるという点も従来の研究にはあまり

見られない。健康増進を目的とするのであれ

ば頻度や強度を取り上げる必要があるが、昨



今の中高齢者の運動・スポーツ実施に関して

は、健康増進以外の関わり方や楽しみ方があ

ると考えられる。そのため、頻度や強度では

なく希望種目数という観点から、運動・スポ

ーツ実施を捉えることに意義を見出すこと

ができるだろう。 
 
 
２．研究の目的 

本研究は、中高齢者における運動･スポー

ツ実施種目の実施ニーズに影響を及ぼす要

因を明らかにすることを目的とする。 
 
 
３．研究の方法 

（1）調査方法 

本研究では、長ヶ原ら（2002）によって実

施された「健康日本 21 地方計画における身

体活動目標を達成するための条件指標と測

定尺度の開発に関する研究」のベースライン

データを用いて分析を行なう。第一回調査

（2001～2002）の 5 年後の 2007 年 8 月上旬

から 12 月上旬にかけて郵送法による質問紙

調査を実施した。 

 本研究の調査対象者は、男女年齢別の人口

構成比率に基づき住民基本台帳から比例抽

出を行ない、20 歳以上の成人男女のランダム

サンプリングであり、2002 年の調査におい

て今後の調査への協力が得られた者、1240

名に調査票を郵送した。2002 調査でそれぞ

れの調査票に付けた ID 番号を調査票の右下

に記入し、2002 調査の回答者と 2007 調査の

回答者が同一になるように留意した。有効回

答標本数は 374、回収率は 33.0％であった。

10 月の初旬にリマインドを送付し、リマイン

ド前の回収で 316、リマインド後の回収で 58

の回答を得られた。 

 

（2）調査内容 

まず、質問紙（2007 調査）の項目として、

個人的属性、健康自己評価レベル、今後行な

ってみたい運動・スポーツ種目、過去 1 年間

の運動・スポーツ実施日数、これからしてみ

たい運動・スポーツの楽しみ方や関わり方に

関する項目を用いた。 

次に、2002 年の項目として質問紙（2007

年）と同様の項目である健康度自己評価レベ

ルと、過去 1 年間の運動・スポーツ実施日数

を用いた。 

健康自己評価レベルについて、2002 年は

「1．多いに健康」から「3．あまり健康でな

い」の 3 段階尺度を用いた。2007 年は「1．

かなり不健康」から「5．かなり健康」の 5

段階尺度を用いた。 

過去 1 年間の運動・スポーツ実施日数につ

いては「全く行なわなかった」から「週に 4

日以上（年 201 日以上）」の 8 段階尺度を用

いた。 

今後行なってみたい運動・スポーツ種目に

関しては、スポーツライフデータの実施率の

高い種目から 65 種目を選び、それ以外の種

目があれば種目名を自由回答で求めた。 

これからしてみたい運動・スポーツの楽し

み方や関わり方は、運動・スポーツで楽しか

った経験の自由記述から抽出された 39 項目

を「1．全く興味がない」から「4．かなり興

味がある」の 4 段階尺度を用いた。 

 

（3）分析方法 

 第一に、2002 年調査と 2007 年調査それぞ

れの個人的属性項目に関して単純集計を行

なう。次に 3 段階、4 段階、8 段階の尺度を

用いた項目に関しては、等間隔尺度を構成し

ているものとし、「1」～「3」、「1」～「4」、

「1」～「8」の得点を与えて数量化し、2 段

階の尺度を用いた項目に関しては「1」、「0」

のダミー尺度を用いて数量化した。 

続いて、変数の合成を行なった。これからし



てみたい運動・スポーツの関わり方や楽しみ

方の項目について、因子分析から 5 因子を抽

出し、これからしてみたい運動・スポーツの

関わり方に関する因子解とした。この質問項

目は運動・スポーツで期待される便益につい

ての項目であるため、抽出された 5 因子を健

康便益期待値、レジャー便益期待値、競技便

益期待値、観戦・情報便益期待値、支援便益

期待値と名付けた。レジャー便益期待値の

「遊ぶ」の因子負荷量が 0.375 と低い値とな

ったが、運動･スポーツの便益に対する期待

値を全て包括し、観察する必要があるため

「遊ぶ」も含めて、レジャー便益期待値とし

た。表に各因子負荷量と抽出された因子の

Cronbach’sα値を示す。各因子における

Cronbach’sα値は全て内的整合性を満たす

0.60 以上の数値が確認された。 

今後行ないたい運動・スポーツ種目数につ

いては、65 種目について「はい」を 1 点とし、

合計得点を希望種目数とした。 

分析は統計処理パッケージ SPSS11.5 を用

い、従属変数に実施希望種目、コントロール

変数として 2002 年時の運動・スポーツ実施

頻度、健康自己評価レベル、2007 年時の運

動・スポーツ実施頻度、健康自己評価レベル

を用いた。そして運動・スポーツに対する便

益期待値 5 項目を独立変数とし、強制投入法

による階層的重回帰分析を調査対象者全体、

性別、年代別に行なった。 
 
 
４．研究成果 

 表 1 に、サンプル全体での重回帰分析の結

果を示した。レジャー便益期待値、2008 年

時の運動・スポーツ実施頻度、健康自己評価

レベルにおいて統計的な有意性が見られた。

標準偏回帰係数（β）はレジャー便益期待値

で.242 と最も高く、次いで 2007 年時の運

動・スポーツ実施頻度の.147、2007 年時の健

康自己評価レベルの.131 であった。2002 年

時の運動・スポーツ実施頻度、健康自己評価

レベルについては影響力がほとんど見られ

なかった。2007 年時の運動・スポーツ実施

頻度、健康自己評価レベルについては、βが

小さくなったが統計的に有意な値が残った。

運動・スポーツへの期待値においては、レジ

ャー便益期待値のみ統計的に有意な値とな

った。支援便益期待値に関しては、統計的な

有意性は見られなかったものの影響を及ぼ

している可能性が示唆された。調整済み R²

値は.021、.080、.249 と変化した。 

 

*p<.05, **p<.01

.249.080.021R²Change

ns.151支援便益期待値

ns-.032情報便益期待値

ns.055競技便益期待値

**.242レジャー便益期待値

ns.084健康便益期待値

〈2008年〉

【ステップ3】

*.131**.215健康自己評価レベル

*.147**.171スポーツ実施頻度

〈2008年〉

【ステップ2】

ns.023ns.027**.147健康自己評価レベル

ns-.020ns-.024ns.060スポーツ実施頻度

〈2002年〉

【ステップ1】

pβpβpβ投入変数

【3】【2】【1】

*p<.05, **p<.01
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ns.151支援便益期待値

ns-.032情報便益期待値

ns.055競技便益期待値

**.242レジャー便益期待値

ns.084健康便益期待値

〈2008年〉

【ステップ3】

*.131**.215健康自己評価レベル

*.147**.171スポーツ実施頻度

〈2008年〉

【ステップ2】

ns.023ns.027**.147健康自己評価レベル

ns-.020ns-.024ns.060スポーツ実施頻度

〈2002年〉

【ステップ1】

pβpβpβ投入変数

【3】【2】【1】

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表１：サンプル全体の希望種目数に対する影響力 

 

続いて、同様の変数で男女別に階層的重回

帰分析を行なった結果を表 2 に示す。 

最初に男性については、2007 年時の健康

自己評価レベルとレジャー便益期待値で統

計的な有意性が認められた。標準偏回帰係数

（β）は、レジャー便益期待値の.270 が最も

高く、次いで 2007 年時の健康自己評価レベ

ルの.215 の順であった。2002 年時の運動・

スポーツ実施頻度と健康自己評価レベルに

ついては、影響力はほとんど見られなかった。

2007 年時の運動・スポーツ実施頻度と健康



自己評価レベルについては、健康自己評価レ

ベルは統計的に有意な値を示したが、運動・

スポーツ実施頻度の影響力はほとんど見ら

れなかった。運動・スポーツへの期待値につ

いては、レジャー便益期待値のみ統計的に有

意 な 値 を 示 し た 。 調 整 済 み R ² 値

は.013、.055、.207 と変化した。 

最後に、様の変数で年代別に階層的重回帰

分析を行なった結果を、表 3 に示す。 

 まず、中年については 2007 年の運動・ス

ポーツ実施頻度、レジャー便益期待値におい

て、統計的な有意性が認められた。標準偏回

帰係数（β）は、2007 年の運動・スポーツ

実施頻度で.330 と最も高い値を示し、次いで

レジャー便益期待値の.235 であった。2002

年時の運動・スポーツ実施頻度、健康自己評

価レベルについては影響力がほとんど見ら

れなかった。2007 年時の運動・スポーツ実

施頻度と健康自己評価レベルは、運動・スポ

ーツ実施頻度は統計的に有意な値を示し影

響が強くなったが、健康自己評価レベルはほ

とんど影響が見られなかった。運動・スポー

ツへの期待値に関しては、レジャー便益期待

値のみ統計的に有意な値が見られた。調整済

み R²値は、.051、.109、.215 と変化した。 

次に女性については、支援便益期待値、

2007 年時の運動・スポーツ実施頻度におい

て統計的な有意差が認められた。標準偏回帰

係数（β）は支援便益得点の.337 が最も高く、

次に 2007 年時の運動・スポーツ実施頻度

の.257 であった。2002 年時の運動・スポー

ツ実施頻度、健康自己評価レベルについては

影響力がほとんど見られなかった。2007 年

時の運動・スポーツ実施頻度と健康自己評価

レベルは、運動スポーツ実施頻度は統計的に

有意な値を示したが、健康自己評価レベルの

影響力はほとんど見られなかった。運動・ス

ポーツへの期待値については、支援便益期待

値のみ統計的に有意な値を示した。また、統

計的な有意性は認められなかったものの、健

康便益期待値も影響を及ぼしていると示唆

された。調整済み R²値は、.016、.102、.332

と変化した。 

 次に、高齢については 2007 年時の健康自

己評価レベル、レジャー便益期待値で統計的

な有意性が認められた。標準偏回帰係数（β）

は、2007 年時の健康自己評価レベルで.277

と最も高い値を示し、次いでレジャー便益期

待値の.243 であった。2002 年時の運動・ス

ポーツ実施頻度、健康自己評価レベルについ

ては影響力がほとんど見られなかった。2007

年時の運動・スポーツ実施頻度と健康自己評

価レベルは、健康自己評価レベルの影響は少

なくなったが統計的に有意な値となった。運

動・スポーツ実施頻度については、影響はほ

とんど見られなかった。運動・スポーツへの

期待値に関しては、レジャー便益期待値にの

み統計的に有意な値が見られた。調整済み

R²値は、.019、.147、.306 と変化した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
*p<.05, **p<.01

.332.102.016.207.055.013R²Change

*.337ns-.046支援便益期待値
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 表 2：男女別の希望種目数に対する影響力 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 3 ：年代別の希望種目数に対する影響力 
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